




 

 

 ④小規模事業資金の融資期間を延長するなど、県中小企業融資制度の見直しを行うとともに、「伊勢

志摩サミット」開催時にサミット関係者が宿泊する施設に対し、運転資金調達が円滑に行われるよ

う「サミット関連宿泊施設支援資金」を創設するなど、中小企業・小規模企業への資金供給の円滑

化を図りました。平成 28年 10 月末時点の県融資制度の新規融資実績は、673 件、約 78 億円であり、

多くの中小企業・小規模企業に利用されています。今後も、経済の不安定性・不確実性といったリ

スクに備え、引き続き、中小企業・小規模企業のニーズに合致した資金繰り支援を行う必要があり

ます。 

 ⑤次世代経営者を主たる対象に、高等教育機関等と連携し、時代認識力や世界の潮流を読み解く力と

いったグローバルな視点を取り入れ、力強い中小企業経営者の育成と業種を超えたネットワーク構

築の場づくりに取り組むため、「ＭＩＥ戦略経営塾」を９月に開講（参加者：24 名）し、「グローバ

ル」「ＩＣＴ」をテーマに、計５回実施します。若手経営者の育成や人的ネットワーク構築等につ

いては、中長期的な観点を持ち持続的に取り組んでいく必要があります。 

 ⑥三重県がこれまで培ってきた海外ネットワークとの連携や海外展開に向けた資金供給、グローバル

人材の育成など三重県独自の「ＭＩＥグローバル・スタートアップ・サポートプログラム」を、外

部有識者、創業支援機関等からの意見を踏まえ 7月に策定しました。また、グローバル・スタート

アップ支援に向けた基礎データとするため、現在、グローバルな視点で事業展開している県内スタ

ートアップの事業概要、課題、ニーズ等の実態調査を実施しています。このほか、県内にてグロー

バルな視点を持った創業・第二創業を希望している若者、女性等のスタートアップ予備軍に対し、

アドバイザーを派遣して情報提供等のコンサルティングを行い、予備軍の成長を促進していきます。

今後は、取組促進のため、モデル事例を県内に展開していく必要があります。 

 ⑦地域の商業活性化を進めるため、これまで蓄積した商店街活性化の方策等の情報提供を行うととも

に、平成 28年 10 月末までに商店街等活性化支援事業費補助金を２件交付決定しました。また、商

店街を含む中心市街地を多様な主体が連携して、リノベーションにより新しいまちを創出できるよ

う、リノベーションまちづくり支援事業に係る計画を 10 月末までに２件承認しました。引き続き、

地域商店街の活性化に向けた取組を支援していく必要があります。 

⑧付加価値の高い商品づくりに向けて、デザイナー等との連携による新商品開発・販路開拓等の支援

を行うとともに、商品開発から流通までの一貫したブランディングについて、５件の取組を支援し

ています。加えて、事業者の担い手育成など、後継者の確保と技術の伝承・向上に係る取組を支援

しています。今後の取組を進めていくうえでは販路開拓支援が重要となることから、引き続き、事

業者の状況に応じたきめ細やかな支援を進めていく必要があります。 

 ⑨事業者の商品開発・販売力の向上を支援するために、消費者にとって価値ある商品づくりに必要な

基礎知識を習得する研修会、成果発表等を行うとともに、地域資源活用事業者の販路開拓の取組を

支援しています。今後は、事業者の独自の価値を表現した魅力ある商品へのブラッシュアップや販

売戦略のスキル向上の支援を進めていく必要があります。 

⑩公益財団法人三重県産業支援センターに委託し、地域資源活用に係る支援施策の普及啓発ならびに

フォローアップ活動を行い、事業者の新商品開発等の取組を支援しています。更なる支援制度の有

効活用のため、地域の商工団体等との連携を一層密にし、制度の周知に努めることが必要です。 

⑪産学官で構成する「みえＩＣＴを活用した産業活性化推進協議会」の活動を基に申請した「三重県

ＩｏＴ推進ラボ」が、経済産業省が中心となり地域におけるＩｏＴプロジェクト創出を支援する「地

方版ＩｏＴ推進ラボ」に選定されました。協議会やラボと連携・協力し、引き続き、企業間マッチ

ングや人材育成等の取組を進めていく必要があります。 







 

 

 ⑥商店街等活性化支援事業【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

  予算額：（28） ３，４３５千円 → （29） １，７１７千円 

  事業概要：商店街や地域商業の活性化を進めるため、商店街等が実施する課題解決に向けた取組な

どに対して、専門家の派遣等の支援を行います。 

 

 ⑦伝統産業・地場産業新たな市場開拓促進事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

  予算額：（28） ９，９７７千円 → （29） ６，１９８千円 

  事業概要：伝統産業・地場産業が直面する、ライフスタイルの変化等による需要の低迷や消費の縮

小などの課題に対応していくため、県内外で活躍するデザイナー等との連携によって、

事業者の規模に応じた商品の開発・改良から流通までの一貫した支援を行い、大都市圏

及び海外を視野に入れた販路拡大などの取組を推進します。 

 

 ⑧魅力ある商品づくり促進事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

  予算額：（28） ２，５６７千円 → （29） １，９４４千円 

  事業概要：伝統産業・地場産業の職人（経営者）等を対象に、消費者にとって価値ある商品づくり

（商品開発・販売力）のスキル向上を図るため、専門家による研修会と現地訪問を実施

します。また、地域資源活用促進法に基づく地域産業資源の指定等、地域資源を活用し

た事業者の取組を支援します。 

 

 ⑨（一部新）ＩＣＴ利活用産業活性化推進事業【基本事業名：32104 ＩＣＴを活用した産業振興】 

  予算額：（28） １，２４１千円 → （29） １３，７５４千円 

  事業概要：ＩＣＴの急速な発展に対応して地域経済の活性化を図るため、「三重県ＩｏＴ推進ラボ」

を中心に、産学官の連携によるプロジェクトの推進やマッチングの開催などにより県内

の先導的な取組を促進するとともに、人材育成、セミナー・相談会、事例集作成などに

より中小企業等におけるＩＣＴの導入・利活用を推進します。 

 


